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序

国庫補助事業として「仙台平野の遺跡群」発掘調査に着手したのは昭和56年度でした。この事

業も数えて15年目を迎え、これまで陸奥国分寺跡、国分尼寺跡の国指定史跡の範囲確認調査や郡

山遺跡、富沢遺跡などの個人住宅建築に伴う小規模調査を行ってまいりました。今年度は、燕沢

遺跡の範囲の確認調査ならびに性格究明のための発掘調査、および、郡山遺跡の集合住宅建築に

伴う発掘調査を実施しました。本書はそれらの調査成果をまとめたものであります。

当市は平成元年 4月 に政令指定都市となり、都市整備の充実が急務となってきております。こ

うした中で、道路整備に関わる総合交通体系の整備事業や区画整理事業を基盤とした町づくりが

進められています。一方、民間の小規模開発も増加し、発掘調査件数も漸次増加する傾向にあり

ます。

当市教育委員会では、先人の創造した歴史と文化遺産を次の世代に継承し、生活の中での活用

を図っていかなければならない責務を負っています。しかし、こうした文化財の保護活用は、市

民の方々の御支援があってこそ、はじめて成果をあげられるものと思います。

今後とも広い視野にたって充実した遺跡保護を行っていくために、精一杯努力してまいる所存

でありますので、さらなる御指導、御支援を切にお願い申し上げ、刊行のご挨拶と致します。

平成 8年 3月

仙台市教育委員会

教育長 坪  山 繁



例

1.本書は平成 7年度国庫補助事業である緊急遺跡範囲確認事業に伴う「仙台平野の遺跡群」の

発掘調査報告書である。

2.本書の上色については「新版標準土色帖」 (小山・佐原 :1973)を使用した。

3.実測図中の水糸高は標高である。

4.実測図、本文中の方位は真北を基準としてある。仙台においては、磁北は真北に対して西偏

約7° 20/である。

5.本文執筆は、長島榮一  I、 H[1]1、 2、 3、 [2]1、 2、 熊谷裕行 Ⅱ[2]2、 豊村幸

宏 II[1]2、 3が行い、編集は、長島・豊村がこれにあたった。

6.遺構略号は次の通りとした。

SA 柱列        SB 建物跡  SD 濤跡・濤状遺構

SI 住居跡・竪穴遺構  SK 土抗   SX 性格不明遺構

7.本書中に掲載した発掘調査で出土した遺物及び遺構・遺物の実測図は、全て仙台市教育委員

会が保管している。

8。 今年度事業は平成 7年 8月 に着手し、平成 8年 3月 に終了した。

H
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I 調査計画 と実績

仙台市は昭和62年に宮城町、昭和63年に泉市、秋保町と合併し、明治22年の市制施行以来100周年にあたる平成元

年に、全国11番目の政令指定都市に移行した。さらに市営地下鉄の開業や延長、仙台空港の国際化、高速道路網の

充実によって著しい都市化が進む状況になってきている。旧仙台市域では幸うじて残っていた農地も急速に宅地に

なり、緑ゆたかであった郊外の丘陵地も開発の予定が表明される時世となっている。

仙台市内の遺跡一埋蔵文化財包蔵地―は700箇所に達するが、日々変化する社会の中で現状のまま将来に残し、伝

えていくのはきわめて困難である。このような中で開発に対応した発掘調査だけではなく、事前に遺跡の範囲と性

格究明を目的とした発掘調査を実施して行くことが、今後の遺跡保護に重要と考えられる。また遺跡内での個人住

宅や木造の共同住宅建築のような小規模開発に伴う発掘調査も必要に応じ実施し継続していくことが、遺跡の範囲

確認や遺構の在り方を検討するうえでも有用と考えられる。それらを目的として当市教育委員会では昭和56年度よ

り国の補助を受け、「仙台平野の遺跡群」の発掘調査を実施してきた。これまで郡山遺跡をはじめ、陸奥国分寺跡、

陸奥国分尼寺跡、仙台城巽門跡、大年寺惣門、長町駅東遺跡 (長町貨物ヤード跡地)で発掘調査を実施し、大きな

成果をあげている。

今年度は燕沢遺跡と郡山遺跡で発掘調査を実施した。燕沢遺跡は平成 5年度から継続的に調査し、今年度で 3年

次目になる。昨年の第 8次調査では平安時代の建物跡を発見し、寺院の僧房であると考えられた。今回の第 9次調

査では、その南方で寺院の中心的な建物を発見する目的で実施した。また郡山遺跡では共同住宅建設に伴っての小

規模な発掘調査を 2地点 (第108次、第109次 )で実施した。なお郡山遺跡での発掘調査については、仙台市文化財

調査報告書第210集「郡山遺跡XⅥ―平成 7年度発掘調査概報―」に詳細に記述し、本報告では概要を載せるにとど

める。

1.目  的 仙台平野に分布する遺跡群の範囲、性格究明のための発掘調査

2.調査面積 522m2

3。 調査期間 平成 7年 8月 ～ 3月

4。 調査体制

調査主体 仙台市教育委員会

調査担当 仙台市教育委員会文化財課

課長 小井川和夫

調査第一係 係長 田中 則和  主査 木村

教諭 熊谷 裕行

調査第二係 係長 結城 慎―  主査 篠原

管理係   係長 千葉 晴洋  主査 村上

主事 齋藤 英治

浩二  主事 長島 榮一

信彦  文化財教諭 豊村 幸宏

道子  主事 福井 健司

調査実績表

調査地 所在地 申  請  者 調査事由 対象面積 調査面積 調 査 期 間

燕沢遺跡
宮城野区燕沢東

三丁目526他

仙台市教育委員会

教育長    坪山 繁 範囲確認 513m2 450れギ
平成 7年10月 23日
～12月 15日

郡山遺跡
太白区郡山

二丁目68-2

仙台市青葉区上杉二丁目1-14
セルコホーム株式会社

代表取締役  新本恭弘
共同住宅建築 40れ∵ 40れギ

平成 7年 8月 1日

～ 8月 4日

郡山遺跡
太白区郡山

五丁目50-16
宮城県柴田郡村田町大字菅生字

寺前22-6  馬場 繁 共同住
宅建築 32nギ 32nf

平成 7年■月27日
-12月 4日



Ⅲ 発掘調査計画と実績

[1]燕沢遺跡―第 9次調査

1.調査経過

平成 5年度の第 7次調査より、遺跡内の最も標高の高い平坦地で発掘調査を実施している。今年度は第 8次調査

の南側に調査区を4箇所設定し実施した。 a区は第 8次調査で「僧房」と考えられたSB2掘立柱建物跡の南側に
講堂のような寺院の中心的な建物跡が存在するかどうかを明らかにするために設定した。 b区はSB2掘立柱建物
跡に接続するような廊下などの施設の有無、 C区は昨年の調査区の制約から検出されなかったSB2掘立柱建物跡
の南西隅の調査を目的としている。また今年度発見したSB3掘立柱建物跡の規模を明らかにするため、 d区を設
定した。

発掘調査は10月 23日 から実施し、遺跡の概要が明らかとなった11月 20日 に報道発表、11月 23日 に現地説明会を実

施した。野外における発掘調査が終了したのは12月 15日であった。

生 J
イ

第 1図 調査区位置図



2.発見遺構 と出土遺物
第 9次調査で発見された遺構は、掘立柱建物跡 4棟、柱列 3列、濤跡 9条、竪穴遺構 2基、土坑14基、小柱穴、

ピットなどである。これらの遺構は畑の耕作土 (基本層位第 Ib層)の直下の第Ⅱ層で検出されている。 a区につ

いてのみ、畑の耕作土の上に盛土 (基本層位第 Ia層)がされていた。

遺構番号、遺物番号については第 7次調査からの継続番号であり、第 1次調査から第 6次調査までとは区別して

いる。また遺構の中には検出したにとどめ掘込まなかったものもあり、詳細の粥らかでない遺構は記載を略してい

る。

O a 区
SB3掘立柱建物跡 桁行 4間ないし5間、総長4.5m以上 (柱間寸法220～ 240cm)、 梁行 3間、総長6.5m(柱間
寸法185～210cm)の東西棟の建物跡で、方向は梁行でN-1°一Eで、ほぼ真北方向である。柱穴の掘 り方は一辺

98～118伽の隅丸方形で、柱痕跡は直径27～37cmの 円形である。柱穴の深さは遺構を検出した上面より50～55cmで、

柱痕跡の箇所が掘り方底面より1段低くなっている。柱穴に抜き取り穴がみられるものがあり、抜き取り穴の底面

で柱痕跡が観察されるため柱材を上部で切り取つたものと考えられる。

S K16土坑、 S D13濤跡を切っている。

ム     NlWl N2ヽArl N3ヽA「 1 N4ヽA/1
ド 3120m

m

層位 土 色 土   性 備 考 層位 土 色 土  性 偏 考

NlWl 1 10YR3/3 暗褐 色 ンルト 中礫を多量に含む、炭化物を微量に含む N2WI 3 10YR5/8 黄褐 色 中礫を微量に含む

2 10YR4/4 褐  色 ンル ト 中礫を多量に含む 10YR4/3に ぶい費橋色 ンルト

3 10YR3/4 暗褐 色 ンル ト 中礫 を微量に含む 5 10YR6/6 明責褐色 粘土質シルト
4 10YR5/8 黄褐 色 ンル ト 中礫を多量に含む N3Wl 10YR4/4 褐  色 ングレト 中礫を微量に含む

抜き取 り ユ 10YR5/4に ぶい黄褐色 粘土質シルト 中礫を多量に含む 10YR6/8 明責褐色 粘と質シルト
N2Ⅵ「1 la 10YR4/3に ぶい黄褐色 2 10YR6/6 明黄褐色 粘土質シルト 中礫 を多量に含む

10YR5/8 黄褐 色 粘土質シルト N4W】 10YR3/4 暗褐色 粘土質シルト
2 10YR6/8 明黄褐色 中礫を多量に含む 2 10YR4/6 福  負

第 2図 SB 3掘立柱建物跡断面図
[出土遺物]

柱穴の掘り方埋め土中よリロクロ調整で内面黒色処理された上師器D-59不 (第 3図 3)、 格子叩きが凸面に施さ

れたG-44平瓦 (第 4図 3)、 縄叩きが凸面に、ナデが凹面に施されたG-45平瓦 (第 4図 4)が出上している。こ

の他に掘り方埋め土中からロクロ調整の上師器郷、甕、須恵器不、甕片が出土している。抜き取り穴からは、ロク

ロ調整で内面黒色処理された土師器D-58(第 3図 2)、 65(第 3図 1)、 66邪、頸部にリング状の突帯を有する須

恵器E-10長頸壼 (第 4図 1)、 須恵器E-11、 12、 13邪体部が直線的に外傾する大型の赤焼き上器D-62鉢 (第 4

図 2)、 赤焼き土器イ底部と平瓦の小片が出土している。これらのうち上師器D-58、 66杯は内面に黒色ないし褐色

の付着物が観察される。

0               10Cm

第 3図  SB3掘 立柱建物跡出土遺物



0                        10cm

麒

号

凶

番
登録番号 種別・器形

出 土 地 点 法量 (cln) 外面調整 肉面調整
備  考

具

版

与

図地 区 遺 構 層位 器高 口径 底径 回縁部 1 体部 底 部 口縁部 1体部 1底部

3-1 D-65 土師器・不 a区 SB-3NlWl
抜き取り穴

(130) ロクロナデ 回転糸切 り ミガキ・黒色処理 13-5

3-2 D-58 土師器・昂 a区 SB-3NlWl
抜き取り穴

5 12 8 57 ロクロナデ 回転糸切 り ミガキ・黒色処理 13-4

3-3 D-59 上師器・不 a区 SB-3N2W2
掘り方

14 2 5 0 ロクロナデ 回転糸切 り ミガキ・黒色処理 13-6

4-1 須恵器 。長頸壷 a区
SB-3NlWl
抜き取り穴

ロクロナデ ロクロナデ 13-1

4-2 D-62 鉢 a区 SB-3Nl部 rl
抜き取り穴

ロクロナデ 13-2

4-3 G-44 平  瓦 a区 SB-3NllVl
掘り方

凸面 縄叩き 15-15

G-45 平  瓦 a区 遇樽検出面 凸面格子叩き、凹面布目模骨痕糸切 り 15-16

第4図 SB 3掘立柱建物跡出土遺物 (2)

SB4掘立柱建物跡 柱穴の掘り方は一辺95× 85cmの方形で、柱痕跡は30cmで ある。掘立柱建物跡の北東隅の柱
穴と推定される。柱穴には上部より抜き取り穴があり、抜き取り穴の底面で柱痕跡が観察されるため、柱材を上部

で切り取ったものと考えられる。

S15竪穴遺構を切っている。

[出土遺物]遺 物は出上していない。
S14竪穴遺構 東西2.5m、 南北2.9mで、不整形である。残存する深さは 6～23cmで、壁は緩やかに立ち上が
る。底面で14× 22cmの小規模なピットを検出した。堆積土は黒褐色・ にぶい責褐色シルトで、炭化物や焼上が少量

含まれている。堆積土中からはロクロ調整で内面黒色処理された土師器の不が50個体ほど出上し、重なりあって出

土したものが多い。

S D17濤跡に切られている。

[出土遺物]堆 積土中より上師器イ (D-18～ 57、 61な ど)、 丸瓦 2点、平瓦 1点が出土している。上師器不は
ロクロ調整され、内面ヘラミガキ・黒色処理されている。ヘラミガキは体部が横方向、底部が横方向か放射状であ

る。底部の切り離し技法は回転糸切り無調整である。体部下端に手持ちヘラケズリが施されたものが少量 (D-19、

37、 52)あ る。器面はきわめてもろい。ほぼすべての上器に油煙が観察され (註 1)、 灯芯の痕跡を残すものもある。

F-18、 22丸瓦のうちF-18丸瓦は粘土紐巻き作りである。G-34平瓦は凸面縄叩き、凹面粗い布目が観察される。

出上した遺物については 3。 まとめ の項で検討を加える。
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層位 上   色 土性 備 考

ユ 10YR2/2 具褐 色 ンルト 炭化物を少量含む
2 10YR5/4に ぶい昔梱れ

第 6図 Si4竪穴遺構遺物出土状況・断面図



0                          10crn

版

号

図

番

録

号

登

番
種別・器形

出土地点 法 量 (cm) 外面調整 内面調整
備  考

真

版

写

図地 区 遺  構 層位 器高 口 径 底径 口縁部 1 体 部 底 部 口縁部1体部 1底部

ユ D-40 土師器 。邦 a区 SI-4 46 13 4 ロクロナデ 回転糸切 り ガキ 。黒色処理 付着物あ り 14-5

2 D-37 土師器・ 郭 a区 SI-4 41 57 ロクロナデ→ラ夢兵今回転糸切 り ミガキ 。黒色処理 付着物あり
3 D-49 土師器・邦 a区 SI-4 45 65 ロクロナデ 回転糸切 り ガキ 。黒色処理 付着物あり 14-12

4 D-55 上師器・邦 a区 SI-4 46 57 ロクロナデ 回転糸切 り ガキ・ 黒色処理 付着物あり 14-18

5 D-42 土師器・ 郷 a区 SI-4 53 14 8 71 ロクロナデ 回転糸切 り ガキ 。黒色処理 付着物あり 14-19

6 D-44 上師器・杯 a区 SI-4 50 56 ロクロナデ 回転糸切 り ミガキ 。黒色処理 付着物あり 14-8
D-24 上師器・ 不 a区 SI-4 43 13 2 ロクロナデ ガキ・ 黒色処理 13-13

8 D-50 土師器・杯 a区 SI-4 42 (130) 62 ロクロナデ 回転糸切 り ミガキ 。黒色処理 付着物あり 14-13

9 D-48 土師器・杯 a区 SI-4 4 95 (140) 58 コクロナデ 回転糸切 り ガキ・ 黒色処理 14-11

10 D-35 土師器・邦 a区 SI-4 42 53 ロクロナデ 回転糸切 り ガキ 。黒色処理 付着物あり 13-24

11 D-21 土師器・不 a区 SI-4 52 14 5 57 ロクロナデ 回転糸切 り ガキ・ 黒色処理 付着物あり 13-10

12 D-57 土師器・不 a区 SI-4 46 14 4 52 ロクロナデ 回転糸切 り

第 7図  S14竪 穴遺構出土遺物 (1)



Cm

番号 番 号
種別・器形

出土地方 法 量 (m) 外面調整 内向調整
備 考

図版地 区 遺 構 層位 器高 日 径 底径 口級 部  1 休  部 底  部 ヨ繍郎 体部 1底部

1 D-53 土師器・郭 a区 ロクロナデ 回転糸切 七 黒色処理 付着物あり 14-16

2 D-26 土師器・邦 a区 47 ロクロナデ 回転糸切 り ミガキ・黒色処理 付着物あり 13-15

3 D-52 土師器・不 a区 (132) 72 ロクロナデ→ケズリ 回転糸切 り ミガキ・黒色処理 14-15

4 D-34 土師器・イ a区 4 75 ロクロナデ 回転糸切 り ミガキ・黒色処理 付着物あり 13-23

5 D-18 土師器 。杯 a区 63 ロクロナデ 回転糸切 り ミガキ・黒色処理 付着物あり 13-7
6 D-43 土師器 。杯 a区 66 ロクロナデ 回転糸切 り ミガキ・黒色処理 付着物あり 14-7
7 D-33 土師器・邦 a区 0 50 ロクロナデ 回転糸切 り ミガキ 。黒色処理 13-22

8 D-32 上師器・ 14N a区 4 69 ロクロナデ 回転糸切 り ミガキ・黒色処理 付着物あり 13-21

9 D-23 土師器・不 a区 3 68 ロクロナデ 回転糸切 り ミガキ・黒色処理 付着物あり 13-12

D-29 土師器・不 a区 ロクロナデ ミガキ 。黒色処理 付着物あり 13-18

D-6】 土師器・ 邪 a区 14 3 68 ロクロナデ 回転糸切 り ミガキ・黒色処理 15-2
D-36 七師器・イ 53 ロクロナデ 回転糸切 り ミガキ・黒翻 騨 付着物 あ り

第 8図  S14竪 穴遺構出土遺物 (2)



0                        10Cm

番号
登録番号 種別・器形

出土地点 法 量 (cm) 外面調整 内面調整
備 考

図版地 区 遺 構 層位 器高 日 径 底径 口縁部 1体部 底  部 口縁部 1体部 1底部

I D-47 土師器・ 郷 a区 SI-4 51 13 61 ロクロナデ 回転糸切 り ミガキ・黒色処理 付着物あり 14-10
2 D-38 上師器・不 a区 SI-4 48 13 52 ロクロナデ 回転糸切 り ミガキ・黒色処理 付着物あり 14-3
3 D-28 土師器・杯 a区 SI-4 44 52 ロクロナデ 黒色処理 付着物あり 13-17

D-20 土師器・不 a区 SI-4 4 35 ロクロナデ 回転糸切 り ミガキ・黒色処理 付着物あり 13-9
5 D-25 土師器・邦 a区 SI-4 48 13 05 ロクロナデ 回転糸切 り ミガキ・ 黒色処理 付着物あり 13-14
6 D-19 土師器・琢 a区 SI-4 49 ロクロナデ→ケズリ ミガキ・ 黒色処理 付着物あり 13-8
D-31 土師器・不 a区 SI-4 49 ロクロナデ 回転糸切 り ミガキ・ 黒色処理 付着物あり 13-20

8 D-41 土師器・不 a区 SI-4 54 14 3 ロクロナデ 回転糸切 り ミガキ・黒色処理 付着物あり 14-6
9 D-54 土師器・不 a区 SI-4 64 ロクロナデ 回転糸切 り ミガキ・黒色処理 付着物あり 14-17

10 D-39 土師器・不 a区 SI-4 ロクロナデ 回転糸切 り ミガキ・黒色処理 付着物あり 14-4
11 D-22 土師器・郷 a区 SI-4 47 65 ロクロナデ 回転糸切 り ミガキ 。黒色処理 付着物あり 13-11
12 D-56 土師器・邦 a区 SI-4 46 13 3 5 5 ロクロナデ 回転糸切 り ヾガキ・ 黒徹 rt理 付着物 あ り 15-1

第 9図  S14竪 穴遺構出土遺物 (3)
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Ocm

版

号

図

番
登録番号 種別・ 器形

出土地点 法  量 (cm) 外面調整 内面調整
備 考

真

版

写

図地区 遺 構 層位 器高 口 径 底径 回縁部 1体部 底 部 回縁部 1体部 1 底部

1 D-45 土師器・邪 a区 SI-4 4 65 ロクロナデ 回転糸切 り ミガキ・黒色処理 付着物あり 14-9
2 D-30 土師器・杯 a区 SI-4 52 (136) ロクロナデ 回転糸切 り ミガキ・黒色処理 付着物あり 13-19

3 D-46 土師器・不 a区 SI-4 14 2 53 ロクロナデ 回転糸切 り ミガキ・黒色処理 付着物・墨書 14-21

D-51 土師器・不 a区 SI-4 62 ロクロナデ 回転糸切 り ミガキ・黒色処理 付着物あり 14-14

5 D-27 土師器・邦 SI-4 ロクロナデ 回転糸切 り ミガキ・鼻色処理 付着物あり 13-16

6 F-22 丸瓦 a区 SI-4 幽面 布目痕 15-5
7 F-18 丸瓦 a区 SI-4 凸面粘土紐巻き作 り、凹面布目反 15-4

第10図  S14竪 穴遺構出土遺物 (4)
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麒

号

凶

ヤ否

録

号

登

番
種別・器形

出土地点
特 徴 備  考

真

版

写

図地 区 遺 構

平  瓦 a区 SI-4 山向縄ЩJき 、凹面布目反 15-7

第11図  S14竪 穴遺構出土遺物 (5)

S15竪穴遺構 東西2.7m以上、南北3.5m以上で、不整形と推定される。残存する深さは20～40cmで、壁は緩
やかに立ち上がる。底面はほぼ平坦であるが、中心部分に向かってきわめて緩やかに傾斜している。堆積土は暗褐

色シルトである。

SB4掘立柱建物跡の柱穴に切られている。

[出土遺物] 堆積土中より上師器不、甕片、須恵器不、甕、瓦、縄文土器片が出土している。
S D12溝跡 総長5.7m以上で斜面下方に延びる濤跡である。上幅86～ 154cm、 下幅60～ 123cm、 深さ4～10mで、
壁は緩やかに立ち上がり、断面形は扁平なU字形である。底面には凹凸がある。方向はN-45°一Wで、堆積土はに

ぶい黄褐色シルトである。

S Kll土坑を切り、 S K13土坑に切られている。

[出土遺物] 堆積土中より上師器の甕片が 6点出土している。
S D13溝跡 総長3.6mほ どの東西に延びる濤跡である。上幅42～ 60cm、 下幅28～ 50cm、 深さ 4～ 6 cmで、壁は緩
やかに立ち上がり、断面形は馬平なU字形である。底面はほぼ平坦である。方向はE-22° 一Sで、堆積土は明責褐

色シルトである。

SB3掘立柱建物跡、SK4土坑に切られている。

[出土遺物] 堆積土中より上師器の小片が少量出上している。
S D14溝跡 総長17.8m以上で丘陵の尾根の方向に延びる濤跡である。上幅42～ 102cm、 下幅20～ 52cm、 深さ 6
～23cmで、壁は緩やかに立ち上がり、断面形は馬平なU字形あるいは逆台形である。上部が削平され、底面には凹

凸がある。方向はN-44°一Eで、現在の土地境界と重複している箇所がある。堆積土は暗褐色、褐色粘土質シルト

である。

S D15、 16、 17濤跡、S15竪穴遺濤、 S K12土坑を切っている。
[出土遺物] 堆積土中より上師器、赤焼き土器、須恵器、瓦、鉄製品が少量出土している。
S D15溝跡 総長 4mほ どの南北方向に延びる濤跡である。上幅30～ 52cm、 下幅22～ 36cm、 深さ 3～ 7硼で、壁
は緩やかに立ち上がり、断面形は扁平なU字形である。底面には凹凸がある。方向はN-6° 一Wである。

S K10土坑を切っている。



[出土遺物] 堆積土中より上師器の不片が 1点出上している。
S D16溝跡 総長2.5mほ どの南北方向に延びる濤跡である。上幅34～ 60cm、 下幅26～ 45cm、 深さ5～ 7 cmで、壁
は緩やかに立ち上がり、断面形は扁平なU字形である。底面はほぼ平坦である。方向はN-8°一Eで、堆積土は黒

褐色シルトである。

S D17濤跡を切り、 S D14濤跡に切られている。

[出土遺物] 堆積土中より上節器、須恵器、瓦片が少量出土している。
S D17溝跡 総長 9m以上で南北方向に延びる濤跡である。上幅50～ 90cm、 下幅22～ 70cm、 深さ4～ 10cmで、壁
は緩やかに立ち上がり、断面形は扁平なU字形である。底面はほぼ平坦である。方向はN-2°一Wで、堆積土は黒

褐色シルトである。

S14、 5竪穴遺構を切り、S D16濤跡に切られている。

[出土遺物] 堆積土中よりG-39、 40平瓦 (第 14図 6、 第15図 3)、 土師器邪、甕、赤焼き土器郷、須恵器不、
平瓦片が少量出上している。

SK3土坑 南北220m、 東西260cmの隅丸方形の上坑で、深さは 5～ 13cmである。底面はやや凹凸がある。上坑
の南端が削平されている。堆積土は暗褐色、明黄褐色シルトなどである。

[出土遺物] 堆積土中より上師器、須恵器、瓦片が出上している。
SK4土坑 南北127cm、 東西62cmの楕円形の土坑で、深さは 6～34cmで ある。底面は北から南に傾斜し、南端で

検出した上端より内側に入り込んでいる。堆積土は暗褐色、黒褐色シルトである。

S D13濤跡を切っている。

[出土遺物] 堆積土中より上師器、須恵器、瓦の小片が出土している。
SK5上坑 南北90ct4、 東西95cmの不整形の土坑で、深さは37～41cmである。底面はやや凹凸がある。堆積土は
黒jtrs色、褐色シルトなどである。

SK 6土坑を切っている。

[出土遺物] 堆積土中より平瓦片が 1点、丸瓦片が 3点出土している。
SK6土坑 南北110cm、 東西78側の長方形の上坑で、深さは10～12cmである。底面はほぼ平坦である。堆積土は

褐色シルトである。

SK5土 坑に切 られている。

[出土遺物]遺 物は出土しなかった。

SK7土 坑 南北 110cm、 東西115甑の不整

形の上坑で、深さは 7～ 14cmで ある。底面は

やや凹凸がある。上坑の東端が攪乱により削

平されている。堆積土は暗褐色粘土質シル ト

である。

[出土遺物] 堆積土中よりF-19単弁蓮

華文軒丸瓦 (第14図 1)、 土師器甕片が 1点出

土している。
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層 位 土   色 土  ′性 備   考
la 7 5YR3/3 暗褐色 粘土性シル ト 炭化物を微量に含む
lb 7 5YR3/3 暗褐角 粘 土性 シル ト

F-19
I卜弁述Ⅲ文
‖i「メいこ

第12図 SK 7土坑平・断面図
S K12土坑 南北280cm、 東西270cmの 円形
の土坑で、深さは130ctlで ある。底面は丸みがあり鍋底状を呈している。土坑の底面には桶が設置され、崩れた部材

が底に堆積していた。堆積土は上層が暗褐色シルト、灰黄褐色粘土質シルトなどであるが、下層になるにしたがっ

てグライ化が進み、最下層は青灰色粘土となる。



S D14濤跡に切られている。

[出土遺物] 堆積土中より上師器、赤焼き土器、須恵器、瓦片、金具が出上し、
瓦片が出土している。

S K13土坑 南北180cln、 東西100cmの ほぼ円形の上坑で、深さは12cmほ どである。
S D12濤跡を切っている。

[出土遺物]遺 物は出土しなかった。
S K14土坑 南北86cm、 東西70cm以上のほぼ円形の上坑で、深さは4～ 8 cmほ どである。底面はやや凹凸がある。
SB3掘立柱建物跡に切られている。

[出土遺物]遺 物は出土しなかった。
SK8、 9、 10、 ■、15、 16土坑は検出したにとどめている。

底面からはF-20軒丸瓦、燻

底面は平坦である。

1 江凱40D
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遼穏名 層位 土   色 土 性 備 考

l 10YR3/3暗 褐 色 シフント 明黄褐色上をブロック状に含む、木炭粒を微量に含む D― D′
SD12 1 10YR4/3 によい責褐色 シル ト しまりがある                   E― E′

SD13 1 7 5YR5/8 明 褐 色 シフレト F― F′

SD14 1 7 5YR3/3暗 褐 色 粘上資シルト G― G′

lb 7 5YR4/6 褐   色 粘土賃シルト
SD17 1 10YR3/2黒 褐 色 シルト 黄褐色粘土粒を微量に含む             H― H′

SK 3 la 10YR3/3嗜 褐 色 シル ト I― I

lb 10YR7/8黄 橙 色 シル ト

2 10YR6/8 明責褐色 シル ト

SK 5 la 10YR3/2黒 梱 色 シル ト

lb 7 5YR4/3褐   色 シル ト

2 7 5YR3/3暗 褐 色 シルト 炭化物、焼土を多量に含む
3 7 5YR4/2灰 褐 色 シル ト 炭化物、焼上を含む

4 5 YR4/4 におい赤褐色 シル ト

SK 6 10YR4/4 褐   色 シル ト デーJ

SK12 1 7 5YR3/4暗 褐 色 シ,レ ト K― K′

2 10YR4/2 灰黄褐色 焙土質シルト
10YR4/1 褐 灰 色 粘土質シルト 酸化鉄を多量に含む
5 YR3/1 オリーブ褐色 粘土賃シルト

4 10YR6/8 明黄褐色 シルト

5 5B6/1  青 灰 色 粘 土 桶の板材を多量に含む

SD16 1 10YR3/3暗 褐 色 黄褐色粘土粒を微量に含む             L― L′

SD18 1 10YR3/2黒 褐 色 N一 N′

2 10YR3/3暗 褐 色
SD19 1 7 5YR4/2灰 褐 色 M一 M′

第13図 第 9次調査断面図 (溝跡・土坑)



ー

鱒 3

0              10cm

麒

号

凶

番

球

号

堂

番

別

形

種

器

出土地点
特   徴 備 考

真

版

写

図地区 遺   構 層位

1 F-19 軒丸瓦 a区 SK-7 単弁連華文軒丸瓦、布目痕 15-9
2 I-3 緑粕陶器 b区 SB-5 SlWl掘 り方 15-3
3 D-60 土師器・坪 a区 SI-5 外面高整(底部)回転糸切り、Xの印あり 15-8
4 G-43 平 瓦 a区 SB-3 NlWl掘 り方 凸面格子叩き、凹面布 目痕 15-14

5 G-33 平  瓦 b区 SA-2 El掘 り方 凸面縄 目叩き、凹面布 目痕 15-22

平  五 SD-17 15-12

第14図 第 9次調査出土遺物 (1)
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麒

号

凶

番

録

号

登

番

種別

器形

出土地粛
特   徴 備  考

真

版

写

図地区 遺 構

1 G-41 軒平瓦 C区 SD-18 均整唐章文軒平瓦 凸面縄Π「き→鋸歯文、日面布目痕 15-11
2 G-42 平瓦 b区 SD-19 凸面縄目叩き→ナデ、凹面布目痕→糸切 り 15-17
3 G-40 平瓦 a区 SD-17 凸面縄目H「き→ナデ、凹面布目痕、模骨痕→ヘラケズリ 15-10
G-36 平 瓦 清繕給 出商 凸面格子叩き→ナデ、凹面布 目痕→ナデ 15-20

第15図 第 9次調査出土遺物 (2)
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豚

号
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球

白一

霊

番

別

形

種

器

出土地 斎
特   徴 備  考

図版地区 遺 構

1 F-21 丸瓦 遺構検出面 凸面平行叩き、凹面布目痕 15-18

2 C-37 平瓦 a区 遺構検出面 凸面紹目叩き、四面布目痩→ナデ 15-19

3 G-38 平瓦 a区 遺構検出面 凸面平行叩き、四面布目痕、糸切 り痕 15-21

4 G-35 平瓦 a必 遺構検出面 凸面格子叩き、凹面布目痕 15-13

第16図 第 9次調査出土遺物 (3)



O b 区
SB5掘立柱建物跡 桁行 2間以上、総長4.3m以上 (柱間寸法200～ 230cm)、 梁行 2間、総長3.8m(柱間寸法
180～ 200cm)の 東西棟の建物跡と推定され、方向は梁行でN-5°一Wである。柱穴の掘り方は一辺35～60cmの隅丸
方形で、柱痕跡は直径15～20cmの 円形である。柱穴の深さは遺構を検出した上面より35cmほ どである。

S D19濤跡に切られ、 SA2、 3、 4柱列に切られている。

[出土遺物]柱 穴の掘り方埋め土よりI-3緑釉陶器 (第 14図 2)、 土師器、赤焼き土器、須恵器、平瓦片が出
上している。

SA2柱列 東西方向に延びる柱列 (柱間寸法200cm)で、方向はE-1° 一Nのほば真東西方向である。調査区を
横断していると推定される。柱穴の掘り方は一辺60～90cmの隅丸方形で、柱痕跡は直径20cm程の円形である。柱穴

の深さは遺構を検出した上面より20～30cmほ どである。

SB5掘立柱建物跡に切られている。
[出土遺物] 柱穴の掘り方埋め土よりG-33平瓦 (第14図 5)、 土師器と瓦の小片が少量出上している。
SA3桂列 L字型あるいはT字型に延びると推定される柱列 (柱間寸法140cm―南北方向―、150cm―東西方
向―)で、方向は真北方向、真東西方向である。東西方向の柱列の両端は、掘り方が検出されず浅いピットが検出
されたにすぎないが、柱穴の推定位置で検出されていることからT字型に延びる可能性も考えたい。柱穴の掘り方
は一辺30～50cmの隅丸方形あるいは不整形で、柱痕跡は直径20～ 26cm程の円形である。

SB5掘立柱建物跡に切られている。
[出土遺物] 柱穴の掘り方埋め土より上師器甕片 3点、赤焼き土器不片 1点、瓦片 3点が出上している。
SA4柱列 東西方向に延びる柱列 (柱間寸法230cm)で、方向はE-9° 一Nの方向である。建物跡の北東隅にな
る可能性もある。柱穴の掘り方は一辺35～45cmの隅丸方形で、柱痕跡は直径10～15cm程の円形である。

SB5掘立柱建物跡、 S D19、 S D20濤跡に切られている。
[出土遺物]遺 物は出上しなかったも
S D19溝跡 C区まで延びており、総長16.7m以上で丘陵の尾根を横断するように延びる濤跡である。上幅
56～ 82cm、 下幅20～ 42cm、 深さ9～24cmで、壁は緩やかに立ち上がり、断面形は扁平なU字形である。底面には凹
凸がある。方向はN-45°一Wで、堆積土は黒褐色シルト、責褐色粘土質シルトである。
SB5掘立柱建物跡、 S D20濤跡を切っている。
[出土遺物] 堆積土中よりG-42平瓦 (第 15図 2)、 土師器、赤焼き土器、須恵器、瓦片が少量出上している。
SB5

れ SlW3 SlW2 SlWlじ
20m

2
3

SA

層位 土   色 上 佳 備   考
覇「 1 1 10YR2/3黒 褐 色 粘土 柱痕跡

2 10YR4/4褐    色 粘土 小礫を多量に含む
W2 ユ 10YR3/3暗  褐 色 粘土 柱痕跡、小礫を多量に含む

2 10YR6/8黄 褐 色 粘土 中礫 を多量に含む
Vヽ3 10YR5/8黄  褐 色 粘土 中篠を多量に含む

層 位 土   色 土  性 備   考
SlW3 1 10YR2/3黒 褐 色 粘 土 柱痕跡

2 10YR4/4褐   色 粘  土
3 10YR6/6明 黄 褐 色 粘 土 小礫を少量含む

SlW2 1 10YR2/3黒 褐 色 粘 土 柱痕跡

2 10YR4/4褐   色 粘 上

3 10YR4/3に ぶい黄褐色 粘 上

4 10YR6/6明 黄褐色 粘 土 小礫 を少量含む

SlVl l 10YR2/3黒 褐 色 粘 土

2 10YR4/4褐   色 粘 土

3 10YR5/3に ぶい黄褐色 粘  上
4 10YR6/6明 黄穏色 粘  土 小礫を少量含む

5 10YR3/3浅 黄橙色

常 m

第17図 SB 5掘立柱建物跡 。SA 2柱列断面図



X=-190005

。
。 0°o  O

弓 ○ ⌒

|

Y=8990

第18図  boC区 平面図



b区東壁 SB5SIW3
PI    P2       P3            P4 Aヽ3Sl  _ 32 40rn

彩塚該 |%杉,ツク多勿笏笏勿
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層  位 土    色 土 性 備   考
I 10YR4/4 褐  色 粘土質シル ト 小礫を多量に含む
10YR3/3 暗褐色 シル ト質粘土
10YR3/3 暗褐 色 ンル ト質粘上
10YR7/6 明黄褐色 シル ト質粘土

P4 10YR3/3 暗褐色 ンル ト質粘土
SB5SlW3 10YR4/4 褐  色 粘    土
SA3Sl 10YR4/4 褐  徹 シル ト質粘土

層  位 土   色 土  性 備   考

Ia 10YR3/3 暗褐 色 シルト 全体に木炭粒、焼土粒 を微量に含む
Ib 7 5YR3/2 黒 褐 色 シルト 全体に中礫を少量含む

10YR5/6 黄褐色 釘本に砂粒を微量に含む、中礫を少量含む

SD19 10YR3/3 暗褐れ

第19図  b・ C区断面図

S D20溝跡 総長2.9m以上で、SD19と 重複しながらほぼ平行に延びる濤跡である。上幅182伽、下幅170cm、 深
さ10cmで、壁は垂直気味に立ち上がり、断面形は逆台形である。底面はほぼ平坦である。方向はN-38°一Wで、堆

積土は黒褐色シル トである。

SB5掘立柱建物跡、SA4柱列を切り、 S D19濤跡に切られている。
[出土遺物] 遺物は出上しなかった。

O C 区
SB2掘立柱建物跡 第 8次調査で検出した南北 4間、総長9.6m(柱間寸法210～ 275cm)、 東西 7間以上、総長14
m以上 (柱間寸法217～ 273cm)の東西棟の建物跡の南西隅を推定位置で検出した。柱穴の掘り方は一辺100～130cm
の方形か隅丸方形で、柱痕跡は直径24～30cmの 円形である。Slと S3の柱穴には抜き取り穴が見られる。柱穴の深

さは一定せず、S2の柱穴は遺構を検出した上面より3 cmほ どできわめて浅い。

[出土遺物] 柱穴の掘り方埋め土より上師器、須恵器、平瓦、縄文土器片が少量出上している。
S D18溝跡 総長1.2m以上で、東西方向に延びる濤跡である。上幅50～68側、下幅41～ 54cm、 深さ6～ 1lcmで、
壁は緩やかに立ち上がり、断面形は扁平なU字形である。底面にはやや凹凸がある。方向はE-4°一Nで、堆積土

は黒褐色、暗褐色シル トである。

[出土遺物]堆 積土中よりG-41均整唐草文軒平瓦 (第 15図 1)、 土師器、赤焼き土器、須恵器、瓦、縄文土器
片が少量出土している。

3. ま と め

今回の第 9次調査で発見された遺構は、掘立柱建物跡 4棟、柱列 3列、竪穴遺構 2基、濤跡 9条、土坑14基、ピッ

トなどである。ここでは若干の考察を加えながら、以下の項目を検討し「まとめ」としたい。

(1)SB3掘立柱建物について

今回の第 9次調査区は、昨年度実施した第 8次調査区の南に位置しており、第 8次調査で発見し「僧房」とした

SB2掘立柱建物跡に関連する建物跡の検出を目的として実施した。
今回発見したSB3掘立柱建物跡は、桁行が 4間ないし5間、梁行が 3間で、規模の点からは金堂や講堂に相当
する建物跡ではないと考えられる。しかし柱の掘り方は一辺が lmを越えるものが多く、柱痕跡も30cm以上のもの

がほとんどである。「僧房」とした建物跡と比較すると、掘り方が深く形状も方形で乱れていない。

建物の用途については柱の抜き取り穴から油煙の付いた土師器片が出上している。建物跡の東側の第 3次調査区

でも油煙の付いた土師器不が30個体以上出上し、「讀院口」と墨書された須恵器郭も出上している。したがって土師
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器を灯明皿として使用し、しかも一括して大量に廃棄している様相が窺われる。このような類例は多賀城廃寺の南

方の高崎遺跡や、西方の山王遺跡にあり、「万燈会」などの仏教行事に使用されたと推定されている。油煙の付いた

土師器がSB3掘立柱建物跡の抜き取り穴に入り、その周辺からも出土するということは仏教に関連した行事がこ

の周辺で行われていたと推定されよう。

この建物の柱掘り方からは赤焼き土器片が出土していない。しかし抜き取り穴からは赤焼き土器D-62鉢や須恵

器E-10長頚壺などが出上している。赤焼き上器D-62鉢は赤焼き土器の中でも大型のもので、体部が直線的に外

傾している。この赤焼き土器は陸奥国府である多賀城跡から出土した土器群と比較すると、E群あるいはF群土器

とされる土器群のなかの、須恵系土器の範疇に含まれるものである。E群土器は10世紀前半頃、F群土器は10世紀

中頃と位置付けられている。しかし平成 3年度に実施された多賀城跡の鴻の池地区の調査では、基本層位10層より

出上したE群土器以前のD群土器の中にも須恵系土器の不類と鉢類が含まれていた。よって赤焼き土器については

9世紀後半代に遡ることが指摘されている(註 2)。 本遺跡の赤焼き土器D-62鉢の口緑部形態と似たものがその中

に含まれている。また須恵器E-10長頸重は顕部と体仏教の境にリング状の突帯を有するものである。この形態や

胎上の特徴から福島県大戸窯跡産の須恵器である可能性が高い。年代は9世紀の中棄から後半にかけてのものと考

えられる。

このような遺物の出土状況から、SB3掘立柱建物跡が建てられたのが 9世紀後半代でも赤焼き土器の出現する

以前で、建物が廃絶したのは赤焼き土器が出現して以降の 9世紀後半から10世紀前半頃と考えられる。昨年検出し

たSB2掘立柱建物跡「僧房」からは柱掘り方に赤焼き土器が含まれていたため、10世紀前半代の建物跡と考えら
れた。したがって「僧房」の建てられる以前にSB3掘立柱建物跡が先行して建っていた可能性がある。ただし今
回の調査ではSB3掘立柱建物跡の柱穴の一部を掘り下げたにすぎないので、先行する可能性を指摘するに止めた
い。今後周辺の調査を持って建物の全容、機能および全体の変遷については検討していきたい。

12)S14竪穴遺構の出土遺物について

今回の調査で、S14竪穴遺構 (以下、S14と 略す。)よ り土師器邪が数個体ずつ重なって多量に出上した。こ

のような土師器の出土状況は、かつて東北大学名誉教授伊東信雄氏が報じたもの (註 3)と同様の様相を呈してい

る。出土遺物には土師器の他に、丸瓦、平瓦、鉄製品がある。上師器の中で図示できたものは墨書されたD-46(註

4)を含めて41点である。

S14か ら出上した土師器不は、すべて製作にロクロを使用している。これらは東北地方南部の上師器編年型式
の表杉ノ入式に該当するものである(註 5)。 表杉ノ入式の上師器不については、須恵器・赤焼き土器との共伴関係、

回径に対する底径の比率 (以下、底口比と略す。)、 切り離し技法や再調整の有無などによりその変遷が論じられて

いる。1983年以降宮城県内では、地域毎に編年が検討されるようになってきており(註 6)、 その成果を総合したの

が下の表 1である。これによれば時代が下るに従い、不全体の中で赤焼き土器邦の占める割合が増加し須恵器不の

占める割合が低下し。消失するという。また、一定期間内における底口比の減少化、外面再調整の簡略化などが指

遺 跡 名 前
畔

宮

‐２０
青  木
S121

山ム
ロ
Ｓ

山

溜器

東

土
家 老 内
S12

宮  前
S1541V B群

安 久 東
S12

水

ＳＫ内

清

Ｄ ９

島

Ｋ

鹿

Ｋ
植 日 前
SD l・ 嗣 2

町 28% 0% 0% 0% 0% 0% 45% 42% 63% 98%

% 28% 18% 53% 31% 0% 0% 11% 6% 0% 0%

底口比 0 44

外面調整
ロクロナデ

回転ケズリ

ロクロナデ

回転ケズリ

手持ちケズリ

ロクロナデ

回転ケズリ

手持ちケズリ

ロクロナデ

回転ケズリ

手持ちケズリ

ロクロナデ

手持ちケズリ

ロクロナデ

手持ちケズリ
ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ

切 り離 し技法 ヘラ切 り
ヘラ切 り

糸切 り

ヘラ切 り

糸切 り
糸切 り 糸切 り 糸切 り 糸切 り 糸切 り 糸切 り 糸切 り

年  代 8C末～9C初 9C中葉 10C前半           10後 半

表 1 表杉ノ入式期における土師器邦の変遷



摘できる。

S14か ら出上した邪の特徴をあげれば次のようになる。第 1に、赤焼き土器、須恵器を含まず、土師器のみで

構成されていること。第 2に底口比は、0.36～ 0.57の範囲に分布し、0.45前後に集中していること。第 3に外面調

整は、回転糸切り後手持ちヘラケズリを施しているものが 3点見られるほか、底部回転糸切り後無調整のものが主

体 (38点)を占めていることである。以上の特徴を表 1の変遷に当てはめると、底口比から東山遺跡土器溜出土土

[燕沢遺跡]
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第21図 土師器邪の口径と底径

師器の傾向に近いことが窺える。 (第21図 )

表 1の遺跡のうち、ここでは実年代が比定されている東山遺跡土器溜出土土器群及び安久東遺跡S12出土土器

群と比較してみたい。安久東遺跡出上の土器群は赤焼き土器の占める割合が多く、底口比が0.36と なっている。こ

れに対し、東山遺跡の上器群は、赤焼き土器を全く含まず、底口比が0.46と なっておりS14土器群の様相と近似
している。実年代は、東山遺跡土器溜出土土器群が 9世紀中葉頃、安久東遺跡 S12出土土器群が10世紀前半頃と

考えられている (註 7)。 よってS14出土土師器にも9世紀中葉から後半を中心とした頃の年代が与えられよう。
又、S14か らはG-34平瓦が出上しているが、これは凸面に縄叩き、凹面に粗い布目痕を残しており、多賀城跡
Ⅳ期の瓦と同様の特徴を有しており (註 8)、 869年に上限を求められるようである。このことは、上述の年代観と

矛盾しない。以上よりS14出土遺物も9世紀後半、869年以降に一括投棄されたものと考えられる。
S14出上の土師器邪には、内外面に油煙状の付着物や、底部内面に炭化した残澄物が認められる。具体的には

①内面に薄く赤褐色の油煙状付着物があるもの(D-18、 D-19、 D-21、 D-23、 D-25、 D-27、 D-31、 D―

32、 D-36、 D-37、 D-39、 D-40、 D-44、 D-45、 D-54、 D-55、 D-56、 D-57)

②内面に薄く光沢のある黒色の油煙状付着物があるもの(D-20、 D-22、 D-26、 D-28、 D-30、 D-34、 D―

35、 D-38、 D-41、 D-43、 D-46、 D-47、 D-49、 D-50、 D-51、 D-53、 D-56、 D-57)

③底部内面に炭化した残澄物が厚く付着したもの (D-29、 D-42)

④口縁部内部に灯芯の痕跡があるもの (D-34、 D-43、 D-56)(図版15-23～ 25)

⑤外面に薄く光沢のある黒色の付着物があるもの (D-18、 D-28、 D-30、 D-35、 D-38、 D-43、 D-45、

D-47、 D-49)な どである。以前の調査で出上した不類からも同様の痕跡が確認されており、灯明皿としての

使用を想定している(註 9)。 今回出土した上師器邪も同様の用途が考えられるが、土器内外面の付着物について

はより詳細な検討が必要である (註10)。

[安久東遺跡]



13)SK7土 坑出土の単弁蓮華文軒丸瓦について

出上した軒丸瓦は、瓦当部の直径が推定で17.7cm、 内区と周縁の間に一条の圏線が巡る。内区は直径■.2cmで中

心に直径3.8cmの 中房がつき、蓮子は 7個配されている。周辺に八葉の花弁があり、内部に細い棒状の子葉がある。

花弁の間には間弁があり、端部が盛 り上がっている。このような特徴を有する軒丸瓦は、南西に1.8血離れた大蓮寺

窯跡から出上した単弁蓮華文軒丸瓦と同じであり(註11)、 7世紀未葉から8世紀初頭の年代に位置付けられている。

この軒丸瓦は大蓮寺窯勁以外で出上したことはなく、今回の調査で初めて燕沢遺跡から発見された。これによっ

て大蓮寺窯跡で生産された軒丸瓦、軒平瓦、平瓦、丸瓦の全種類の瓦が、燕沢遺跡から発見されたことになる。し

たがって 7世紀末葉から8世紀初頭にかけて瓦葺きの建物が周辺に存在する可能性がさらに強まったと言えよう。

(4)b・ C区の調査の成果から

b区からは小規模な掘立柱建物跡や柱列などが発見された。各々の年代については不明であるが、数時期の変遷

があることがあきらかになった。方向の点からみると「僧房」と考えられた SB2掘 立柱建物跡 (N-4° 一W)と

同時に建つ可能性があるのは、SB5掘 立柱建物跡 (N-5° W)である。これらの 2棟 とSB3掘 立柱建物跡 (N―

1°一E)と は微妙に方向がずれ、建てられた時期の異なる可能性がある。この点は(1)の SB3掘 立柱建物跡の年代

の検討 とも矛盾するものではないと考えられる。

(註)

註1 多賀城市文化財調査報告書第37集  「高崎遺跡」 (第 11次) 1995

同様の付着物のついた不類を多量に出上した高崎遺跡では、付着物について化学分析した結果、油煙との結論を得ている。今回文

章を執筆するに際し、S14出上土師器の付着物と高1崎遺跡出土不類の付着物とを比較対照した結果、ほぼ同一のものであることが

確認できた。又、多賀城市埋蔵文化財調査センターの千葉孝弥氏からは資料の提供と懇篤なる助言を頂いた。記して感謝したい。

註2 宮城県多賀城跡調査研究所年報1991 「多賀城跡」 Ш 第61次調査

註3 伊東信雄 「仙台市史3 別編 1」  三 燕澤古瓦出土地 1950

註4 墨書は、体部外面のほぼ中央に認められる。この墨書については、東北大学文学部教授今泉隆雄氏より倒位で書かれているとの指

摘をうけた力ゞ、半」読はできなかった。

註5 氏家和典 「東北上師器の形式分類とその編年」F歴史』第14号  1957

註6 村田晃― 「宮城郡における10世紀前後の上器群」『福島考古』36号 1995

柳澤和明 「多賀城周辺における10世紀前後の上器群」 第 1回 岩手県古代末土器の勉強会 資料 1995

註7 仙台市文化財調査報告書第99集  「五本松窯跡」 1987

註8 G-34平瓦については、多賀城跡調査研究所所長 進藤秋輝より多賀城跡Ⅳ期 (貞観11年 〔869〕 以降)の瓦であるとの御教示を頂い

た。ここに記して謝意を表したい。

註9 仙台市文化財調査報告書第116集  「燕沢遺跡」 (第 3次 ) 1988

仙台市文化財調査報告書第195集  「仙台平野の遺跡群 XⅣ」 1995

註10 註 1に同じ

D-20、 D-29、 D-31、 D-42、 D-44については、漆もしくは漆紙の付着している可能性も残されているため今後とも検討し

ていきたい。

註■ 仙台市文化財調査報告書第168集  「大蓮寺窯跡」―第 2・ 3次発掘調査報告書―宮城県教育庁文化財保護課文化財専門監 桑原滋

郎、多賀城跡調査研究所所長 進藤秋輝両氏より大蓮寺窯跡出上の軒丸瓦と同範との御教示を頂いた。
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図版 5

SB3掘立柱建物跡全景
(南より)

図版 6

SB3NlWl抜 き取り穴遺物出土状況
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図版 7 SK7土 坑検出状況 (北より)

図版 10

S14竪穴遺構
遺物出土状況

(西より)

図版 9 SK7土 坑出土遺物 (比較)
(左 大蓮寺窯跡出土軒丸瓦 )
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図版1l SB4掘立桂建物跡 NlEl柱 穴 (西より) 図版12 S K12土 坑 (南より)



二十痕

2a  2b

3a  3b

、|こ|工Ⅲ
=:ぅ拗 '

22

1.E-10 長頚壷 SB3 NlWl 抜き取り穴  9.D-20
2.D-62 鉢 SB3 NlWl 抜き取り穴    10.D-21
3,D-66 イ SB3 NIWl 抜き取り穴    ■,D-22
4.D-58 邪 SB3 NIWl 抜き取り穴    12,D-23
5。 D-65 邪 SB3 NlWl 抜き取り穴    13.D-24
6.D-59 郷 SB3 N2W2 掘り方      14.D-25
7.D-18 不  S14               15,D-26
8.D-19 堀く S14               16.S-27

図版13 出土遺物 (1)

イ

邪

不

不

不

不

不

邦

23

S14  17.
S14  18.
S14  19.
S14  20.
S14  21.
S14  22.
S14  23.
S14  24.

D-28 不  S14
D-29 不  S14
D-30 イ S14
D-31 イ S14
D-32 邪  S14
D-33 邪 S14
D-34 JTN S 14
D‐35 不  S14



1.D-36
2.D-37
3. D-38
4.D-39
5.D-40
6.D-41
7.D-43

19b

不

郷

不

邦

不

不

邦

20b

イ S

邪 S

郷 S

不 S
邪 S

雰 S
不  S

14
14
14
14
14
14
14

S14  8,D-44 不  S14
S14  9.D-45 邪  S14
S14  10。 D-47 舅く S14
S14  11.D-48 不 S14
S14  12.D-49 イ  S14
S14  13.D-50 郭  S14
S14  14.D-51 不  S14

図版14 出土遺物 (2)

15。 D-52
16.D-53
17.D-54
18.D-55
19.D-42
20。 D-57
21.D-46
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18a 18b

22a  22b

19a 19b

23

D-56 不  S14
D-61 不  S14
1-3 緑釉陶器 SB5SlWl掘 り方
F-18 丸瓦 S14
F-22 丸瓦 S14
N-2 鉄津 S14
G-34 平瓦 S14
D-60 邪 S15

軒丸瓦 SK7
平瓦 S D17
軒平瓦 S D18
平瓦 S D17
平瓦 遺構検出面
平瓦 SB3N4W3掘 り方

平瓦 SB3NlWl掘 り方

平瓦 遺構検出面

出土遺物 (3)

17.G-42 平瓦  S D19
18. F-21 丸瓦 遺構検出面
19.G-37 平瓦 遺構検出面
20.G-36 平瓦 遺構検出面
21.G-38 平瓦 遺構検出面
22.G-33 平瓦 SA2El掘 り方
23.D-56 イ 灯芯痕跡
24.D-34 邦 灯芯痕跡
25.D-43 郭 灯芯痕跡

9. F-19
lo.G-40
11.G-41
12.G-39
13.G-35
14.G-43
15,G-44
16.G-45

図版 15



〔2〕 糾山遺跡
1.位置 と環境

郡山遺跡は仙台市太白区郡山二丁目～六丁目に位置し、東西800m、 南北900mの 60万m2に及ぶ遺跡である。遺跡

の北から東にかけて広瀬川、南を名取川が流れ、西北は長町の市街地を介して標高100～200mの丘陵が迫り、西南

は平野部が続いている。発掘調査は昭和55年から継続的に進められ、以下のことが明らかになってきている。新し

い時期 (H期官衛)と 古い時期 (I期官衛)の 2時期の官衝が同地にあったこと。 I期官行は造営基準方向が真北

から30～ 40°ふれており、材木列や濤跡により区画され内部には官舎や倉が集中していたこと。H期官行は造営基準

方向が真北方向を取り、四町 (428m)四方の範囲で外郭に材木列と大濤をめぐらしていたこと。内部中央には四面

廂付建物の他に、石敷や石組池などの稀な遺構があること。H期官衝南方には同一基準方向の寺が建っていたこと。

寺とH期官衛の間には、四面廂付建物をはじめ大型の掘立柱建物群が存在すること。 7世紀後半代から8世紀初め

までで、官衛の機能が終了することなどである。

2.調査概要

郡山遺跡の発掘調査については、仙台市文化財調査報告書第210集「郡山遺跡XⅥ―平成 7年度発掘調査概報―」

に詳細に記述し、本報告では概要を載せるにとどめる。

第108次調査

第108次調査は、仙台市青葉区上杉 2丁目1-14セ ルコホーム株式会社新本恭弘氏より、太白区郡山 2丁目68-2

において、共同住宅の新築に伴い発掘届が平成 7年 7月 25日付けで提出されたため実施した。建築計画では木造 2

階建ての共同住宅で、基礎部分の掘削も表土上面より45cmと 浅く、遺構を損なう可能性は低かった。しかしこの地

点では、第99次、第103次調査の結果からI期官衛の西辺を区画する濤跡や材木列が通過すると予想され、それらの

遺構を確認する目的で調査を実施した。発掘調査は平成 7年 8月 1日 から8月 4日 にかけて 2× 20mの調査区を設

定して行なった。

発掘調査の結果、宅地化する際の盛土が厚く2m程盛られていた。盛上の下で旧水田の耕作土を検出し、さらに

その直下でピットを2基発見した。遺物が出上しなかったためピットの時期は明らかではない。

遺構を検出した土層を見ると、これまでの調査で古代の遺構が検出された層より下層の層上で検出されており、

上部が著しく削平されていることが考えられた。当初推定した I期官衛に関わる遺構は発見されなかった。

第109次調査

第109次調査は、宮城県柴田郡村田町大字菅生寺前22-6馬場繁氏より、仙台市太白区郡山 5丁目11-19において、

共同住宅新築計画が提示されたことに伴って実施した。当地点は、郡山廃寺の推定方二町寺域の中央部、寺院中枢

区画南辺付近にあたる。これまで周辺で行われた調査では、寺院僧坊建物跡や講堂基壇跡などの遺構の他、多くの

瓦片などが出土している。よって当市教育委員会では、寺院中枢区画南辺ときわめて近接しているため、平成 7年

11月 27日から12月 4日 にかけて調査を行った。

その結果、竪穴住居跡 1軒以上、土坑あるいはピット2基などを検出した。遺物は、S11623竪穴住居跡の堆積土

中より瓦片が数十点出上している。

なお、推定方二町寺域の寺院中枢区画南辺に関連する遺構は検出されなかった。



第22図 郡山遺跡位置図
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